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議
海
節
用
集
の
形
式
的
特
徴
を
め
ぐ
っ
て

一　
は
じ
め
に

易
林
本
節
用
集

（以
下
、
易
林
本
と
称
す
る
）
の
刊
行
か
ら
ほ
ぼ

一
五
〇
年
、

宝
暦
二
年

（
一
七
五
二
）
刊
行
の
宝
暦
新
撰
早
引
節
用
集

（以
下
、
宝
暦
新
撰

と
称
す
る
）
以
降
、
い
ろ
は
分
類
の
下
に
意
義
分
類
を
置
く
伝
統
的
な
形
式
の

節
用
集

（以
下
、
い
ろ
は
意
義
分
類
形
式
と
称
す
る
）
と
と
も
に
、
い
ろ
は
分

類
の
下
に
仮
名
数
分
類
を
置
く
形
式
の
節
用
集

（以
下
、
早
引
形
式
と
称
す
る
）

が
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
宝
暦
新
撰
の
主
要
な
編
纂
資
料
と
さ
れ

た
の
が
、
延
享
元
年

（
一
七
四
四
）
刊
行
の
最
海
節
用
集

（以
下
、
最
海
本
と

称
す
る
）
で
あ
る
。
最
海
本
は
い
ろ
は
意
義
分
類
形
式
を
採
る
節
用
集
で
は
あ

る
が
、
同
時
代
の
節
用
集
と
は
異
な
っ
た
特
徴
を
多
々
有
す
る
。
本
稿
で
は
、

早
引
形
式
に
至
る
前
段
階
に
あ
る
最
海
本
が
い
か
な
る
改
編
を
経
た
節
用
集
で

あ
る
の
か
を
、
主
に
形
式
的
な
面
か
ら
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
　
先
行
研
究
の
確
認

最
海
本
は
、
高
田
政
度
編
、
横
三
ツ
切
の
小
本
、
毎
半
葉

一
一
行
に
草
書

一

体
で
見
出
語
を
掲
出
す
る
。
延
享
元
年
以
降
、
寛
延
三
年

（
一
七
五
〇
）、
宝
暦

四
年

（
一
七
五
四
）、
宝
暦

一
二
年
、
明
和
六
年

（
一
七
六
九
）、
寛
政
五
年

（
一

七
九
三
）、
文
久
二
年

（
一
八
六
二
）
の
版
本
が
確
認
さ
れ
る
。
諸
版
の
間
で
辞

米

谷

隆

史

書
本
文
の
異
同
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
同
版
の
も
の
は
な
い
。
ほ
ぼ
同

一
の
辞

書
本
文
で
七
版
を
重
ね
、　
〓

一〇
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
刊
行
さ
れ
続
け
た
わ

け
で
あ
る
。　
一
八
世
紀
に
新
た
に
編
纂
さ
れ
た
い
ろ
は
意
義
分
類
形
式
の
節
用

集
と
し
て
は
最
も
流
布
し
た
節
用
集
の
一
つ
と
い
え
る
。

最
海
本
に
関
す
る
最
初
の
言
及
は
、
最
海
本
を

「大
改
編
ヲ
ク
ハ
ヘ
タ
ル
モ

ノ
」
の

「乾
坤
門
ノ
前
二
言
語
門
ヲ
オ
ク
モ
ノ
」
に
分
類
し
た
、
山
田
忠
雄
氏

編
の

『開
版
節
用
集
分
類
目
録
』
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
も
、
高
梨
信
博
氏
、
佐

藤
貴
裕
氏
に
よ
る
言
及
が
存
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
両
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

さ
れ
た
点
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

高
梨
氏
は
近
世
節
用
集
の
序

γ
鍛

・
凡
例
を
紹
介
す
る
中
で
最
海
本
に
も
触

れ
、
次
の
凡
例
を
紹
介
し
て
い
る
。

一
世
二
行
ト
コ
ロ
ノ
節
用
最
モ
多
シ
。
然
レ
ビ
其
繁
多
ヲ
好
デ
無
益
ノ
字
ヲ
贅

シ
、
或
ヒ
ハ
其
煩
多
ヲ
悪
ン
テ
要
用
ノ
字
ヲ
鋏
。
共
二
以
テ
営
レ
リ
ト
セ
ズ
。

ヵ協
ヾ
二
鵠
都
が
ダ

コ
ン
ヲ
Ｅ
フ
。
学
窮
霧
ス
ル
ト
コ
ロ
許
ゃ
ヲ
Ⅸ
シ
、
邦
難

ナ
ル
者
ヲ
蔓
、
其
足
ザ
ル
者
ヲ
補
フ
。
如
何
ト
ナ
レ
バ
、
縦
ヒ
海
陸
ノ
旅
行

タ
リ
に
コ
レ
ヲ
懐
ニ
シ
テ
其
用
ヲ
達
セ
ン
ガ
為
ナ
リ
。

一村
痢
ノ
併
各
通
ゴ
Ｅ
協
ア
リ
ト
イ
ヘＦ
ヽ
期
譲
康
ニジ
デ
ハ拶
ｒ
ぼ
『ナ
シ
。

故
二
其
ミ
ヤ
ス
キ
門
二
採
。

一
神
祗
或
ハ
苗
字
ノ
類
ハ
大
ヨ
ソ
諸
国
ノ
郡
村
号
等
多
シ
。
故
ヘ
ニ
其
門
部
ノ



野
キ
乙
リ
ア彰
購
師
ノ
韓
二協
。
郎
、
ョ
講
師
ヲが
ゴ
彫
コ
ト
ハ購
鵬
ノ
争

新
γ
雌
叫
ニ
ア
レ
バ
譲
妻
二ぼ
プ
ラ
ン
ガ
羅
ナ
リ
。

（適
宜
句
読
点
を
補
っ
た
。
以
下
の
引
用
の
際
も
同
様
。）

轟
海
本
　
凡
例

第

一
項
に
お
い
て
は
、
要
用
の
語
を
取
捨
選
択
し
て
、
誤
字
を
正
し
た
こ
と

を
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
な
記
述
は
節
用
集
の
凡
例
と
し
て
は
常
套
的
で
あ
る
。

「縦
ヒ
海
陸
ノ
旅
行
タ
リ
モ
コ
レ
ヲ
懐
ニ
シ
テ
」
と
あ
る
の
は
横
三
ツ
切
と
い

う
小
本
仕
立
て
と
し
た
こ
と
も
関
連
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
第
二
項
に
お
い
て
は
、

見
出
語
を
配
す
る
際
に
仮
名
遣
の
正
格
に
と
ら
わ
れ
ず

「
ミ
ヤ
ス
キ
門
」
に
収

め
た
こ
と
を
述
べ
る
。
第
二
項
に
お
い
て
は
、
意
義
分
類
を
簡
略
に
し
、
言
語

門
を
最
初
に
配
し
た
こ
と
を
述
べ
る
。
こ
の
第
二
項
に
つ
い
て
高
梨
氏
は
、
他

の
高
田
政
度
の
編
纂
に
な
る
字
典
節
用
集
や
大
節
用
文
字
宝
鑑
が

「
い
ず
れ
も

舎
呈
じ

門
を
先
頭
に
お
い
て
い
る
」
と
し
て
、
ヨ
呈
“門
を
前
に
出
す
と
い
う

門
排
列
は
、
編
者
高
田
政
度
に
か
な
り
密
着
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
」
と
述
べ

て
い
ケ
し
ま
た
ヽ
こ
れ
ら
の
処
置
を
「急
時
」
の
た
め
と
す
る
こ
と
は
早
引
形

式
に
つ
な
が
る
節
用
集
と
し
て
注
目
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

佐
藤
貴
裕
氏
は
、
宝
暦
前
後
の
多
く
の
節
用
集
が
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
用
字
と
し

て
八
種
前
後
を
掲
出
す
る
の
に
対
し
て
、
宝
暦
新
撰
に
始
ま
る
初
期
の
早
引
節

用
集
で
は
比
較
的
通
俗
的
と
み
ら
れ
る

「郭
公
」
を
掲
出
す
る
の
み
で
あ
る
こ

と
を
述
べ
、
そ
れ
が
最
海
本
の
所
収
語
を
受
け
継
い
だ
こ
と
に
よ
る
と
し
て
い

る
。
こ
の
指
摘
は
間
接
的
な
が
ら
曇
海
本
の
所
収
語
の
性
格
を
示
唆
す
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
も
含
め
、
佐
藤
氏
は
い
ろ
は
意
義
粉
報
形
式
の
節
用
集
に

お
い
て
最
海
本
が
特
異
な
存
在
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
両
氏
は
、
言
語
門
を
最
初
に
置
く
点
と
、
言
語
門
に
お
い
て
見
出
語

を
漢
字

一
字
の
も
の
か
ら
順
に
配
す
る
点
を
宝
暦
新
撰
が
最
海
本
を
編
纂
資
料

と
し
た
こ
と
の
傍
証
に
挙
げ
て
お
ぃ
、

こ
れ
ら
の
点
も
最
海
本
の
特
徴
と
い
え

る
で
あ
ろ
う
。
従
来
の
節
用
集
に
お
い
て
も
見
出
語
の
漢
字
数
で
あ
る
程
度
配

列
を
按
配
し
た
と
見
ら
れ
る
例
は
存
す
る
も
の
の
、
轟
海
本
は
そ
れ
を
方
針
と

い
え
る
程
度
に
ま
で
徹
底
し
た
わ
け
で
あ
る
。
従
来
の
節
用
集
で
は
、
訓
を
同

じ
く
す
る
漢
字

一
字
の
見
出
語
と
漢
字
二
字
以
上
の
見
出
語
が
あ
っ
た
場
合
、

そ
れ
ら
は
相
前
後
し
て
掲
出
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
同
訓
異
表
記
を
多
く

残
し
た
ま
ま
最
海
本
の
よ
う
な
方
針
を
採
用
す
る
と
、
同
訓
の
見
出
語
が
離
れ

て
掲
出
さ
れ
て
し
ま
い
不
便
で
あ
る
。
最
海
本
の
配
列
方
針
が
可
能
に
な
っ
た

背
景
に
は
、
同
訓
異
表
記
を
解
消
す
る
方
向
で
見
出
語
が
選
択
さ
れ
た
こ
と
が

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
用
字
に
よ
っ
て
示
唆
さ

れ
る
所
収
語
の
性
格
は
言
語
門
に
も
あ
て
は
ま
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。

以
上
、
先
行
研
究
の
確
認
を
し
て
き
た
が
、
曇
海
本
の
凡
例
中
、
第
二
項
と

第
二
項
に
言
及
さ
れ
た
仮
名
遣
や
意
義
分
類
に
関
わ
る
改
編
の
実
態
に
は
な
お

検
討
す
べ
き
余
地
が
存
す
る
。
近
世
節
用
集
の
晴
矢
で
あ
る
易
林
本
が
そ
の
識

語
に
お
い
て
定
家
仮
名
遣
に
準
拠
し
た
旨
述
べ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
が
、
以
降
の
節
用
集
に
お
い
て
仮
名
遣
に
言
及
す
る
も
の
は
管
見
で
は
最

海
本
ま
で
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
意
義
分
類
に
関
し
て
も
、
所
属
す
る
門
が
不

明
確
な
場
合
に
前
後
の
間
を
参
照
す
べ
き
旨
を
凡
例
で
述
べ
る
節
用
集
は
存
す

る
も
の
の
、
実
際
に
意
義
分
類
を
簡
略
化
し
た
の
は
最
海
本
が
は
じ
め
て
な
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
下
で
は
、
第
二
項
と
第
二
項
の
言
及
に
関
す
る
面

に
つ
い
て
最
海
本
と
先
行
の
節
用
集
と
を
比
較
し
、
轟
海
本
の
形
式
的
特
徴
を

明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
第

一
項
に
関
わ
る
所
収
語
の
性
格

に
つ
い
て
の
検
討
は
別
稿
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
す
る
。



〓
一　
先
行
す
る
節
用
集
と
の
比
較

三
―

一　
比
較
対
象
と
す
る
節
用
集

形
式
上
の
特
徴
を
比
較
す
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
、
易
林
本
と
最
海
本
、
及

び
両
書
の
間
に
刊
行
さ
れ
た
節
用
集

一
〇
本
を
加
え
た
、
次
の
一
二
本
を
調
査

対
象
に
選
ん
だ
。
（
）
内
は
本
稿
で
の
略
称
で
あ
る
。

易
林
本
節
用
集

（易
林
本
）
慶
長
二
年

（
一
五
九
七
）
識
語

真
草
二
行
節
用
集

（真
草
本
）
寛
永

一
五
年

（
一
六
三
八
）
刊
行

真
草
二
行
節
用
集

（寛
文
本
）
寛
文
五
年

（
一
六
六
五
）
刊
行

頭
書
増
補
二
行
節
用
集

（頭
書
本
）
寛
文

一
〇
年

（
一
六
七
〇
）
刊
行

合
類
節
用
集

（合
類
本
）
延
宝
八
年

（
一
六
八
〇
）
刊
行

新
刊
節
用
集
大
全

（新
刊
本
）
延
宝
八
年

（
一
六
八
〇
）
刊
行

大
広
益
節
用
集

（大
広
本
）
元
禄
九
年

（
一
六
九
六
）
刊
行

男
節
用
集
如
意
宝
珠
大
成

（男
節
本
）
享
保
元
年

（
一
七

一
六
）
刊
行

書
言
字
考
節
用
集

（書
言
本
）
享
保
二
年

（
一
七

一
七
）
刊
行

万
倍
節
用
字
便

（万
倍
本
）
享
保
四
年

（
一
七

一
九
）
刊
行

悉
皆
世
話
字
彙
墨
宝

（悉
皆
本
）
享
保

一
八
年

（
一
七
三
二
）
刊
行

轟
海
節
用
集

（最
海
本
）
延
享
元
年

（
一
七
四
四
）
刊
行

こ
れ
ら
は
概
ね
所
収
語
や
形
式
に
特
徴
が
存
す
る
と
み
ら
れ
る
節
用
集
で
あ

（６
）
る
。
こ
の
う
ち
真
草
本
と
頭
書
本
は
易
林
本
の
所
収
語
を
大
部
分
受
け
継
い
で

編
纂
さ
れ
た
節
用
集
で
あ
る
た
め
、
所
収
語
の
特
徴
は
大
き
く
な
い
。
そ
れ
で

も
特
に
調
査
の
対
象
と
し
た
の
は
、
易
林
本
以
降
、
節
用
集
の
主
流
は
概
ね
次

の
よ
う
に
推
移
し
て
お
り
、

寛
永
～
寛
文
　
　
　
　
　
延
宝
～
元
禄
前
半
　
　
　
　
　
一九
禄
後
半
～
宝
暦

真
草
本
系
統
　
　
　
　
　
頭
書
本
系
統
　
　
　
　
　
　
　
大
広
本
系
統

真
草
本
、
頭
書
林
靴
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
の
最
初
に
位
置
す
る
重
要
な
節
用
集
で

あ
る
た
め
で
あ
る
。

三
―
二
　
仮
名
遣

易
林
本
の
仮
名
遣
は

「取
定
家
卿
似
名
遣
分
書
伊
為
越
於
江
恵
之
六
隔
段
」

も
の
で
あ
っ
た
。
定
家
仮
名
遣
の
規
範
を
示
す
代
表
的
な
書
物
で
あ
る
仮
名
文

字
遣
は
、
易
林
本
編
纂
の
際
、
所
収
語
の
所
属
の
決
定
だ
け
で
な
く
、
所
収
語

の
増
補
に
ま
で
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
先
学
の
論
考
に
言
及
さ
れ
て
い
絲
更
し

か
し
、
韻
事
に
関
わ
る
辞
書
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
易
林
本
と
は
異
な
り
、
通
俗

の
用
に
広
く
対
応
す
る
よ
う
に
な
っ
た
段
階
の
節
用
集
で
は
定
家
仮
名
遣
に
準

拠
す
る
こ
と
の
必
要
性
は
低
く
な
る
。
易
林
本
以
降
の
節
用
集
は
い
か
な
る
規

範
を
念
頭
に
所
収
語
を
配
し
た
の
か
、
ま
た
、
最
海
本
の
凡
例
が

「ミ
ヤ
ス
キ

門
二
採
」
と
す
る
所
以
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
が
問
題
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

節
用
集
を
編
纂
す
る
上
で
特
に
考
慮
さ
れ
た
の
は
語
を
引
く
際
に
問
題
と
な

る
語
頭
の
仮
名
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
最
海
本
が
編
纂
さ
れ
た

一
八
世
紀
前

半
の
段
階
で
語
頭
の
仮
名
の
選
択
に
関
係
す
る
仮
名
遣
上
の
問
題
に
は
、
定
家

仮
名
遣
が
言
及
す
る
ア
行
と
ワ
行
等
の
区
別
の
他
に
、
オ
列
長
音
に
関
わ
る
カ

ウ
と
コ
ウ
等
の
区
別
や
拗
長
音
に
関
わ
る
ケ
ウ
と
キ
ヤ
ウ
等
の
区
別
、
四
つ
仮

名
、
合
拗
音
と
直
音
の
区
別
等
が
存
す
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
、
本
稿
で
は
ア
行

と
ワ
行
の
区
別
か
ら
イ
と
キ
、
オ
列
長
音
に
関
わ
る
区
別
か
ら
ハ
ウ
（フ
）
と
ホ

ウ
（フ
）、
拗
長
音
に
関
わ
る
区
別
か
ら
ヘ
ウ
と
ヒ
ヤ
（ヨ
）
ウ
の
仮
名
遣
を
取
り

上
げ
て
調
査
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
イ
と
ヰ
及
び
ハ
行
の
仮
名
遣
を
対
象
と
し

て
選
ん
だ
の
は
、
編
纂
時
に
注
意
が
行
き
届
き
や
す
い
、
巻
頭
に
近
い
部
分
を

中
心
に
調
査
で
き
る
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
四
つ
仮
名
の
区
別
を
取
り
上
げ
な

い
の
は
、
オ
列
の
長
音
や
拗
長
音
の
場
合
は
表
音
的
に
語
頭
の
仮
名
を
選
択
す



る
と
ホ
乃
至
ヒ
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
四
つ
仮
名
の
場
合
い
ず
れ

の
仮
名
と
す
べ
き
と
の
共
通
認
識
が
存
し
た
か
疑
わ
し
い
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、

合
拗
音
と
直
音
の
区
別
を
取
り
上
げ
な
い
の
は
、
最
海
本
の
編
纂
さ
れ
た
上
方

で
は
両
者
の
音
韻
上
の
区
別
が
当
時
も
あ
る
程
度
残
っ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
た

め
で
あ
る
。

な
お
、
以
下
の
記
述
で
こ
れ
ら
の
仮
名
遺
に
言
及
す
る
の
は
全
て
語
頭
に
お

け
る
使
用
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。

一千
上
Ｔ
Ｉ
一　
イ
と
ヰ

対
象
と
し
た
節
用
集
の
う
ち
、
イ
部
と
は
別
に
ヰ
部
を
設
け
て
い
る
の
は
易

林
本
と
真
草
本
、
頭
書
本
の
三
本
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
節
用
集
は
い
ず
れ
も

イ
部
に
一
括
し
て
収
め
て
い
る
た
め
、
い
か
な
る
場
合
に
ヰ
を
使
用
す
る
か
は
、

ヰ
部
を
有
す
る
節
用
集
か
何
ら
か
の
仮
名
遣
書
を
参
照
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、

編
纂
者
の
判
断
に
拠
る
こ
と
に
な
る
。
各
節
用
集
で
ヰ
を
使
用
す
る
語
は
異
な

っ
て
お
り
、
そ
の
使
用
数
に
も
多
寡
が
あ
る
。
し
か
し
、
全
く
混
乱
し
て
い
る

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
各
節
用
集
は
ヰ
の
使
用
に
よ
っ
て
概
ね
次
の
三
類
に

分
類
で
き
る
。

Ｘ
類
　
ヰ
の
使
用
に
語
構
成
や
形
態
上
の
規
則
性
が
み
ら
れ
な
い
節
用
集
。

Ｙ
類
　
ヰ
の
使
用
が
、
「居
」
「囲
」
の
よ
う
に
一
音
の
語
基
あ
る
い
は
そ
れ

に
準
ず
る
も
の
の
場
合
と
、
「印
」
の
よ
う
に
撥
音
を
伴
う
字
音
語
基
の

場
合
に
限
ら
れ
る
節
用
集
。

Ｚ
類
　
ヰ
を
全
く
使
用
し
な
い
節
用
集
。

各
節
用
集
が
ど
の
類
に
属
す
る
か
は
表

一
の
第
二
行
目
に
記
し
て
い
る
。

Ｘ
類
に
含
ま
れ
る
の
は
易
林
本

。
真
草
本

・
頭
書
本

・
書
言
本
の
四
本
で
あ

る
。
書
言
本
以
外
の
三
本
は
ヰ
部
を
有
す
る
節
用
集
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
易
林

本
と
頭
書
本
は
ヰ
部
の
見
出
語
の
語
頭
に
は
全
て
ヰ
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。　
一

方
、
真
草
本
の
ヰ
部
は

「幽
天
」
以
外
で
ヰ
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
一
音
節

語
基
と
撥
音
を
伴
う
字
音
語
基
の
場
合
だ
け
で
あ
り
、
ヰ
部
の
見
出
語
で
あ
っ

て
も
む
し
ろ
イ
を
使
用
す
る
こ
と
の
ほ
う
が
多
い
。
真
草
本
の

「幽
天
」
は
こ

の
語
が
ヰ
部
の
巻
頭
に
位
置
す
る
た
め
に
語
頭
を
イ
で
表
記
す
る
こ
と
が
た
め

ら
わ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
真
草
本
は
実
質
的
に
は
Ｙ
類
に

相
当
す
る
。
易
林
本
以
降
、
真
草
本
が
主
流
の
時
代
、
頭
書
本
が
主
流
の
時
代

と
移
行
し
て
い
く
中
で
、
ヰ
の
使
用
は
、
真
草
本
で
一
旦
易
林
本
の
規
範
か
ら

離
れ
た
が
、
頭
書
本
に
お
い
て
再
び
旧
に
復
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き

缶
も
な
お
、
書
言
本
の
ヰ
の
使
用
も
真
草
本
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
か
な
り
Ｙ
類

に
近
い
。

Ｙ
類
に
属
す
る
の
は
寛
文
本

。
大
広
本

。
万
倍
本

・
悉
皆
本
の
四
本
で
あ
る
。

Ｙ
類
相
当
の
真
草
本
も
含
め
る
と
、
近
世
前
半
期
の
節
用
集
の
か
な
り
の
部
分

は
Ｙ
類
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
Ｙ
類
の
よ
う
な
ヰ
の
使
用
は
仮
名
文
字
遣
の

記
述
に
は
適
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
同
時
代
の
仮
名
遣
書
に
は
Ｙ
類
に
お
け

る
ヰ
の
使
用
傾
向
に
類
似
し
た
仮
名
遣
の
規
範
を
記
す
も
の
が
見
ら
れ
る
。
次

に
示
す
の
は
、
元
禄
九
年

（
一
六
九
六
）
刊
行
の
倭
字
古
今
通
例
全
書
と
、
延

享
二
年

（
一
七
四
五
）
刊
行
の
蒙
字
節
用
千
金
宝
に
抜
粋
引
用
さ
れ
た
享
保
五

年

（
一
七
二
〇
）
の
序
を
有
す
る
仮
名
遣
秘
解

（水
渓
居
秀
著
）
の
記
述
で
あ

愉

〔
）

〕
内
は
割
書
で
あ
る
。

中
ゐ
　
聾
の
字
訓
の
字
共
に
用
事
多
し
。
書
は
杭
く
ゐ
、
霊
た
ま
し
ゐ
、
緋

く
れ
な
ゐ
等
也
。
又
こ
ゑ
に
は
ぬ
る
時
大
か
た
ゐ
也
。
い
を
は
ぬ
る
に
博

（
有
〕

倭
字
古
今
通
例
全
書
　
凡
例



表一

易林本 韓 本 電文本 帷 本 合類4 肝刊本 絋 本 月節本 ■言本|万倍本 :皆本 毎ホ

X X Y Z Z Y X Z

坊主 ハウズ lfう fう まう ′マウ まう まうⅣ′マウ |まう

続 ハウサウ まう まう まう ハ ウ まう まう ウヽ ほう

防風 ′くウフウ Jう ぎう まう ′くウ よう ′くウ よう まう

援 ハウモ まう まう はう ハ ウ まう まう まう

芳飯 〈或作D ハウハン よう まう は う ハ ウ ウヽ
=う

包 丁 ハウチヤウ まう はう はう ウヽ はう はう] ウヽ
／
ｍ まう

鮨 ハウラツ まう は う はう 'ヽウ はう まう はう ウヽ まう

傍若無人
ノヽウジヤ
クブジン よう ばう はう ウヽ ぎう ウヽ Iよう fう 7う

法式 ハウシキ よう はう よう 'ヽフ ほつ まうⅣ トフ はう

方便 ハウベン ざう はう まう ウヽ はう はう まう ウヽ は う まう

鯛 バウマン まう Jう まう ウヽ は う 〈ウ ばう Fう

鋤 バウキヤク まう ウヽ マウ まう まう

"疸

ヘウソ ヽつ へ つ ヽつ ヽウ へ つ へ つ つ ウ つ へ つ ひやう

瓢箪
ヘウタン/
ヒヨウタン つ

うヽ/
ひやう

へ つ ヘ ウ つ
や
Ｖ
ひ
う ヘ ウ

つ`/
ひよf

へ つ へ つ

豹
ヘウ/
ヒヨウ

へつ/
ひよう

／
う
う
よ

／
う
う
よ
へ
ひ

ヘ ウ
へう/
ひよう

へ つ ヘ ウ
う

よ
／
う
う
や
ヽ
ひ

へ つ

表紙 ヘウシ へ つ へ つ ヘウⅥ うヽⅥ へ つ へ つ ウⅥ ひやう

勝々 ベウベウ ヽう
うヽ/
Jやう

べ う ベ ウ べう ヽウ べう りやう

漂泊 ヘウハク ヽう つ へ つ ウ つ ヽウ
へつ/
ひやう

ハ部とホ部或
いはへ部とし

部の両方に掲

出されている

ときは「はうノ

ほうJ「へう/

ひやう」のよ

うに記してい

I 漢字表記
は「坊司」

II 漢字表記

は「割刀」

Ⅲ  「はう」
の漢字表記

は「包丁」,

「ほうJの
漢字表記は

「割刀J

Ⅳ 掲出はハ
部

V 漢字表記
は「懸饉J

Ⅵ 漢字表記
は「絨紙J

中
の
ゐ
の
事

軋
の
ゐ
ハま
に
用
る
鰍
に
は
位ぅ。
鳥
。
靡
。
き
。
い
。
訃
。
秦
。
等
の
蕪
ひ
な

り
。
又
は
ね
字
の
ま
は
忽
て
中
の
ゐ
を
用
る
事
也
。
自
。
蹴
。
鴫
。
ま
。
鴎
。

旬
。
滋
ｏ
燈
。
鑑
。
の
た
ぐ
ひ
な
り
（中
略
）
又
↓
字し説
の
曝
ゲ
Ｆ
ゐ
の
字
な

り
。
静
〔借
静
〕
弗
〔売
子
〕
無
〔脇
集
〕
滸
〔恭
屁
　
越
滸
〕
な
ど
の
類
な

り
。
又
井
の
字
も
中
の
ゐ
な
り
。
（中
略
）
右
は
水
谷
居
秀
の
ゑ
ら
ぶ
処
の
似
名

づ
か
い
、
諸
抄
の
及
ば
ざ
る
好
書
な
り
。

蒙
字
節
用
千
金
宝
　
頭
書

こ
れ
ら
は
定
家
仮
名
遣
の
末
流
に
連
な
る
仮
名
遣
書
と
み
ら
れ
る
。
仮
名
遣

書
と
節
用
集
が
共
通
の
使
用
者
や
使
用
目
的
を
想
定
し
て
編
纂
さ
れ
た
と
は
即

断
で
き
な
い
の
で
、
両
者
の
影
響
関
係
の
有
無
は
慎
重
に
検
討
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
し
か
し
、
後
者
の
例
が
節
用
集
の
頭
書
に
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注

意
す
べ
き
で
あ
る
。
辞
書
本
文
の
仮
名
遣
か
ら
か
け
離
れ
た
規
範
を

一
書
の
中

に
引
用
す
る
と
は
考
え
が
た
い
。
ヰ
を

「は
ね
字
」
や

「
一
字レ
説
」
で
使
用
す

る
と
い
う
よ
う
な
規
則
は
、
出
自
は
定
家
仮
名
遣
に
さ
か
の
ぼ
る
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
語
構
成
や
形
態
上
の
切
れ
目
を
示
す
と
い
う
点
で
は
当

時
広
く
行
わ
れ
て
い
た
変
体
仮
名
の
使
い
分
け
に
よ
る
表
語
機
能
に
連
続
す
る

比
較
的
単
純
な
規
則
で
あ
る
。
節
用
集
の
仮
名
遣
の
実
態
と
の
間
に
近
さ
が
認

め
ら
れ
る
以
上
、
節
用
集
の
編
纂
者
が
こ
の
よ
う
な
記
述
を

一
種
の
後
ろ
盾
と

し
て
意
識
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か
。

Ｚ
類
は
合
類
本

。
新
刊
本

。
男
節
本

。
最
海
本
の
四
本
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

真
草
二
体
で
見
出
語
を
掲
出
す
る
の
は
新
刊
本
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら

の
四
本
は
い
ず
れ
も
同
時
代
に
主
流
で
あ
っ
た
節
用
集
と
は
一
線
を
画
す
る
内

容
を
有
し
て
い
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
合
類
本
と
新
刊
本
は
い
ず
れ

も
出
典
を
示
し
つ
つ
多
く
の
語
を
掲
出
す
る
点
に
特
徴
が
あ
り
、
大
規
模
な
増



師
ぃ
所
収 っ
証
襴
朝
罐
け
肺
郷
ぎ
〔
減
に
鵬
鰤
“
＾
哺
Ⅷ
』
臓
額
御
端
翻
詢
『
哺

心
に
収
め
る
と
い
う
点
は
合
類
本
や
新
刊
本
と
同
様
で
あ
る
。　
一
方
、
最
海
本

は
ほ
と
ん
ど
出
典
を
示
す
こ
と
は
な
く
、
佐
藤
氏
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
用
字
に
関

す
る
言
及
に
も
あ
る
と
お
り
、
所
収
語
も
通
俗
的
な
も
の
を
中
心
と
し
て
い
る

可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
を
有
す
る
Ｚ
類
の
四
本
の
な
か
で
も
最
海

本
は
特
異
な
存
在
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

〓
Ｔ
上
下
上
一　
ハ
ウ
（フ
）
と
ホ
ウ
（フ
）
・
ヘ
ウ
と
ヒ
ヤ
（ョ
）
ウ

表

一
の
三
行
日
以
降
は
、
易
林
本
の
ハ
部
か
ら
語
頭
を

「
ハ
ウ
（フ
ご

及
び

「
ヘ
ウ
」
と
す
る
見
出
語
に
つ
い
て
、
最
海
本
に
収
め
ら
れ
、
か
つ
、
合
計
で

一
〇
本
以
上
の
節
用
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
語
の
仮
名
遺
を
記
し
た
も
の
で
あ

る

（真
草
本
以
下
は
前
部
語
基
の
み
、
頭
字
を
同
じ
く
す
る
語
が
先
に
存
し
当

該
部
分
の
付
訓
が
省
略
さ
れ
て
い
る
場
合
は
先
の
語
の
頭
字
の
付
訓
を
示
す
）。

な
お
、
上
記
条
件
に
該
当
す
る
語
に
は
頭
字
を
同
じ
く
す
る
語
が
複
数
存
し
た

が
、
そ
の
場
合
は
、
該
当
語
の
中
か
ら
易
林
本
で
先
に
位
置
す
る
語
を
示
す
の

み
と
し
た
。

オ
列
長
音
に
つ
い
て
み
る
と
、
最
海
本
以
外
の
節
用
集
で
は
、
易
林
本
と
同

様
に
ハ
部
に
収
め
る
の
が
大
勢
で
あ
る
。
新
刊
本
と
書
言
本
の

「維
獣
」
は
呉

音
に
よ
っ
て
掲
出
さ
れ
た
た
め
ホ
部
に
収
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
語

は
男
節
本
に
お
い
て
も
ハ
部
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
仮
名
遣
は
「ほ
う
」

で
あ
る
。
ま
た
、
悉
皆
本
に
は

「割
刀
」
が
ホ
部
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
「包

丁
」
は
ハ
部
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「包
」
の
字
音
仮
名
遣
を

「は
う
」
と

す
る
こ
と
は
守
ら
れ
て
い
る
。　
一
方
、
最
海
本
は
表
中
の
い
ず
れ
の
語
も
ホ
部

に
収
め
て
い
る
。
表
中
に
示
し
て
い
な
い
語
に
お
い
て
も
こ
の
傾
向
は
同
様
で
、

易
林
本
に
お
い
て

「
ハ
ウ
（フ
と

の
付
訓
が
あ
る
語
が
最
海
本
に
収
め
ら
れ
て

い
る
場
合
は
す
べ
て
ホ
部
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
最
海
本

で
オ
列
長
音
を
オ
列
の
仮
名
の
と
こ
ろ
に
一
括
し
て
掲
出
し
て
い
る
の
は
夕

。

ナ
・
ハ
。
マ
。
ヤ
行
の
み
で
、
そ
れ
以
外
の
行
で
は

「労
」
（ラ
部
言
語
）
な
ど

の
よ
う
に
、
旧
来
通
リ
ア
列
の
仮
名
と
の
区
別
が
み
ら
れ
る
。

拗
長
音
に
お
い
て
も
、
最
海
本
以
外
で
は
、
易
林
本
と
同
様
に
へ
部
に
収
め

る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。　
一
方
、
最
海
本
で
は
、
オ
列
長
音
の
場
合
ほ
ど
統

一
的
で
は
な
い
が
、
か
な
り
の
語
が
ヒ
部
に
移
さ
れ
て
い
る
。

オ
列
長
音
、
拗
長
音
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
部
分
的
な
仮
名
遣
の
変
更
は
早

く
か
ら
散
見
さ
れ
る
が
、
所
属
す
る
部
の
変
更
を
伴
う
改
編
が
大
規
模
に
行
わ

れ
た
の
は
最
海
本
が
最
初
と
い
え
る
。
こ
の
改
編
は
や
や
統

一
を
欠
い
て
は
い

た
が
、
早
引
節
用
集
を
含
め
、
こ
の
改
編
を
発
展
的
に
受
け
継
ぐ
節
用
集
も
後

に
編
纂
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
先
駆
的
な
試
み
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な

い
。三

―
三
　
意
義
分
類

易
林
本
の
意
義
分
類

（以
下
、
門
と
称
す
る
こ
と
も
あ
る
）
は
衆
分
韻
略
の

分
類
を
参
考
に
し
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
以
降
の
節
用
集
も
そ
の
意
義

分
類
を
踏
襲
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
と
こ
ろ
で
、
節
用
集
に
お
け
る
門
と
そ
の

掲
出
順
序
は
必
ず
し
も

一
定
で
は
な
い
。
表
二
は
、
各
節
用
集
の
目
録
が
示
す

門
構
成
と
辞
書
本
文
イ
部
の
門
構
成
を
比
較
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

易
林
本
に
は
目
録
が
な
い
の
で
、
最
も
多
く
の
間
を
有
す
る
キ
部
に
よ
っ
て
替

え
て
い
る
。
ま
た
、
合
類
本
と
書
言
本
は
意
義
分
類
の
下
に
イ
ロ
ハ
分
類
を
お

く
合
類
形
式
の
節
用
集
な
の
で
、
イ
部
の
意
義
分
類
は
辞
書
本
文
中
各
門
の
冒

頭
に
記
さ
れ
た
門
名
に
よ
っ
て
替
え
る
。



表

二

易
林
本

（キ
部
）
乾
坤
　
時
候
　
官
位
　
人
倫
　
人
名
　
支
体
　
気
形
　
草
木
　
食
服
　
数
量
　
神
祗
　
名
字
　
器
財
　
書百
辞

（イ
部
）
乾
坤
　
官
位
　
人
倫
　
草
本
　
気
形
　
衣
食
　
神
祗
　
名
字
　
器
財
　
書一呈
田

真
草
本

（目
録
）
乾
坤
　
官
位
　
神
祗
　
人
倫
　
名
字
　
支
体
　
衣
食
　
気
形
　
草
木
　
器
財
　
数
量
　
善一呈
”

（イ
部
）
乾
坤
　
官
位
　
人
倫
　
草
本
　
気
形
　
衣
食
　
神
祗
　
名
字
　
器
財
　
書一墨
田

寛
文
本

（目
録
）
乾
坤
　
官
位
　
神
祗
　
人
倫
　
名
字
　
支
体
　
衣
食
　
気
形
　
草
木
　
器
財
　
数
量
　
一一一呈
ｍ

（イ
部
）
乾
坤
　
神
祗
　
名
官
　
人
倫
　
時
節
　
気
形
　
支
体
　
草
木
　
衣
食
　
器
財
　
光
彩
　
一言
辞

頭
書
本

（日
録
）
乾
坤
　
時
候
　
官
位
　
神
祗
　
人
倫
　
名
字
　
支
体
　
衣
食
　
気
形
　
草
木
　
器
財
　
数
量
　
詈
呈
四

（イ
部
）
乾
坤
　
官
位
　
人
倫
　
草
木
　
気
形
　
食
服
　
神
祗
　
名
字
　
器
財
　
二一一呈
国

合
類
本

（日
録
）
天
地
　
時
候
　
居
宅
　
所
名
　
神
祗
　
官
位
　
苗
氏
　
人
物
　
人
支
　
疾
病
　
草
木
　
魚
鱗
　
介
貝
　
龍
蛇

虫
方
　
禽
鳥
　
諸
獣
　
衣
服
　
飲
食
　
湯
火
　
器
財
　
疑
字
　
数
量
　
一一一呈
叩

（本
文
）
天
地
　
時
候
　
居
宅
　
所
名
　
神
祗
　
官
位
　
名
字
苗
氏
　
人
物
　
人
支
　
不
仁
附
病
　
草
木
　
魚
　
介
貝

龍
蛇
　
虫
　
禽
鳥
　
諸
獣
　
衣
服
　
飲
食
　
湯
火
　
器
財
　
疑
字
　
数
量
　
一〓呈
順

新
刊
本

（目
録
）
天
地
　
時
節
　
家
屋
　
神
祗
　
人
倫
　
人
名
　
官
位
　
姓
氏
　
気
形
　
支
体
　
態
芸
　
経
籍
　
絹
布
　
飲
食

器
財
　
草
木
　
数
量
　
一言
辞

（イ
部
同
）

大
広
本

（目
録
）
乾
坤
　
時
候
　
神
祗
　
官
位
　
人
倫
　
名
字
　
衣
食
　
支
体
　
気
形
　
草
木
　
器
財
　
数
量
　
一一一一呈
叩

（イ
部
）
乾
坤
　
時
候
　
神
祗
　
官
位
　
人
倫
　
支
体
　
名
字
　
食
服
　
草
本
　
気
形
　
器
財
　
言
辞

男
節
本

（目
録
）
乾
坤
　
時
候
　
神
祗
　
官
位
　
人
倫
　
衣
食
　
気
形
　
草
木
　
器
財
　
数
量
　
ヨ一呈
ｍ　
正
誤

（イ
部
）
乾
坤
　
時
候
　
神
祗
　
官
位
　
人
倫
　
気
形
　
草
木
　
衣
食
　
器
財
　
詈
呈
叩

書
言
本

（目
録
）
乾
坤
　
時
候
　
神
祗
　
官
位
　
人
倫
　
支
体
　
気
形
　
生
植
　
服
食
　
器
財
　
一言
辞
　
数
量
附
日
本
姓
氏

〈本
文
）
乾
坤
　
時
候
　
神
祗
　
官
位
　
人
倫
　
肢
体
　
気
形
　
生
植
　
服
食
　
器
財
　
一百
辞
　
数
量
　
本
朝
通
俗
姓
氏

万
倍
本

（目
録
と
〓呈
”　
器
財
　
数
量
　
草
木
　
気
形
　
食
服
　
支
体
　
名
字
　
人
倫
　
神
祗
　
官
位
　
時
候
　
乾
坤

（イ
部
）
言
語
　
器
財
　
気
形
　
草
木
　
時
候
　
食
服
　
人
倫
　
名
字
　
官
位
　
神
祗
　
乾
坤

悉
皆
本

（日
録
）
天
　
神
　
時
　
官
　
人
　
名
　
衣
　
食
　
器
　
支
　
魚
　
貝
　
鳥
　
畜
　
虫
　
草
　
数
　
世
　
漢

（イ
部
）
天
　
神
　
時
　
官
　
名
　
人
　
衣
　
食
　
器
　
支
　
魚
　
員
　
鳥
　
畜
　
虫
　
草
　
数
　
世
　
漢

最
海
本

（日
録
と
一一呈
鯛　
時
候
　
乾
坤
　
器
財
　
官
位
　
人
倫
　
支
体
　
衣
食
　
草
本
　
気
形

（イ
部
同
）

に
欠
か
せ
な
い
月
の
異
名
や
年
中
行
事
の
名
を
収
め

る
時
候
門
が
辞
書
本
文
で
特
立
さ
れ
や
す
か
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

形
式
上
の
統

一
と
い
う
こ
と
で
み
る
と
、
目
録
（易

林
本
は
キ
部
）
と
辞
書
本
文
と
の
相
違
は
初
期
の
三

本
で
最
も
甚
だ
し
く
、
後
の
も
の
ほ
ど
相
違
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
。
目
録
と
辞
書
本
文
と
で
門
の
名
称

に
小
異
は
存
し
て
も
順
序
は
一
致
し
て
い
る
の
が
合

類
本
と
書
言
本
の
二
本
、
門
の
名
称
と
順
序
が
完
全

に
一
致
し
て
い
る
の
は
新
刊
本
と
最
海
本
の
二
本
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
合
類
形
式
は
意
義
分
類
の
順
序

が
通
常
の
節
用
集
の
い
ろ
は
順
に
相
当
す
る
。
し
た

が
っ
て
、
通
常
の
節
用
集
が
い
ろ
は
順
を
違
え
な
い

の
と
同
様
、
合
類
形
式
の
節
用
集
が
意
義
分
類
の
順

序
を
違
え
な
い
の
は
あ
る
意
味
で
当
然
で
あ
る
。　
一

方
、
イ
ロ
ハ
意
義
分
類
形
式
の
節
用
集
に
つ
い
て
み

る
と
、
真
草
本
、
頭
書
本
、
大
広
本
と
各
時
代
に
主

流
で
あ
っ
た
節
用
集
で
は
目
録
と
辞
書
本
文
の
不

一

致
が
目
立
つ
。
目
録
に
お
け
る
記
述
の
整
備
が
進
ん

で
も
、
辞
書
本
文
を
基
本
か
ら
改
編
す
る
ま
で
に
は

至
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

近
世
中
期
以
降
の
節
用
集
の
門
構
成
は
一
三
門
と
い
わ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
　
　
　
最
海
本
は
、
形
式
上
の
統

一
が
な
さ
れ
た
四
本
の
中
で
も
、
意
義
分
類
を
簡

る
。
目
講
物
上
で
一
三
間
が
揃
う
の
は
、
頭
書
本
で
時
候
門
が
特
立
さ
れ
た
段
　
　
略
化
し
た
こ
と
、
言
語
門
を
最
初
に
置
く
こ
と
の
二
点
を
特
徴
と
し
て
有
す
る
。

階
で
あ
る
。
イ
部
で
時
候
門
が
特
立
さ
れ
る
の
は
大
広
本
の
段
階
で
あ
る
。
大
　
　
一
一点
目
は
万
倍
本
に
先
例
が
存
す
る
も
の
の
、
万
倍
本
は
従
来
の
配
列
を
ほ
ぼ
　
５

広
本
は
書
簡
や
文
書
の
用
語
を
増
補
し
た
点
に
特
徴
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
書
簡
　
　
逆
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
言
語
門
を
最
初
に
置
い
て
い
る
の
に
対
し
、
最
海
本



は
言
語
門
を
最
初
に
置
く
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
後
に
書
状
執
筆
な
ど
で
参
照

の
頻
度
が
高
い
時
候
門
を
乾
坤
門
に
先
ん
じ
て
置
く
な
ど
の
工
夫
が
み
ら
れ
る
。

万
倍
本
で
最
後
に
置
か
れ
た
乾
坤
門
も
、
最
海
本
で
は
「神
祗
或
ハ
苗
字
ノ
類
」

を

「乾
坤
門
ノ
中
二
採
」
っ
て
い
る
た
め
、
重
要
な
部
と
し
て
巻
頭
に
近
い
位

置
に
置
か
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
万
倍
本
と
最
海
本
は
、
巻
頭

の
語
を

「祝
」
と
す
る
点
で
も
共
通
し
、
影
響
関
係
が
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
最
海
本
の
意
義
分
類
は
、
単
に
一
〇
門
に
簡
略
化
し
言
語
門
を
最
初

に
置
い
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
配
列
上
の
統

一
や
参
照
頻
度
を
も
考
慮
し
た

「急
事
二
便
ア
ラ
ン
ガ
為
」
の
処
置
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
な
の
で
あ

２つ
。

四
　
ま
と
め

以
上
、
最
海
本
が
そ
れ
以
前
の
節
用
集
と
比
較
し
て
表
音
的
な
仮
名
遣
を
志

向
し
て
い
る
こ
と
と
、
門
の
構
成
と
配
列
に
統

一
的
な
配
慮
を
見
せ
て
い
る
こ

と
を
述
べ
た
。
こ
れ
ら
は
本
稿
で
調
査
対
象
と
し
た
節
用
集
と
の
比
較
に
お
い

て
明
ら
か
に
な
っ
た
特
徴
で
あ
る
が
、
最
海
本
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
節
用
集
全

体
に
対
象
を
広
げ
て
も
、
同
じ
特
徴
を
有
す
る
節
用
集
は
管
見
に
入
ら
な
い
。

ち
な
み
に
、
表
音
的
な
仮
名
遣
と
の
関
連
で
い
う
な
ら
ば
、
轟
海
本
は
半
濁
点

を
ほ
ぼ
も
れ
な
く
付
す
最
初
の
節
用
集
で
あ
る
と
い
う
点
も
注
目
さ
れ
よ
う
。

宝
永
七
年

（
一
七

一
〇
）
刊
行
の
和
俗
童
子
訓
に
お
い
て
貝
原
益
軒
は

「節

用
集
、
下
学
集
は
誤
多
し
。
用
ゆ
べ
か
ら
ず
。
世
俗
是
等
の
書
を
用
ゆ
る
故
、

誤
多
し
。
近
年
印
行
せ
し
訓
蒙
図
彙
、
和
爾
雅
、
倭
字
通
例
書
な
ど
を
ゑ
ら
び

用
ゆ
べ
し
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
益
軒
が
想
定
し
た
節
用
集
は
同
時
代
の
頭
書
本

や
大
広
本
の
類
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
節
用
集
と
対
置
さ
れ
て
い
る
の
が
類
書

や
仮
名
遣
書
で
あ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
「誤
多
し
」
と
さ
れ
て
い
る
と
は
い

え
、
こ
の
時
期
の
節
用
集
は
単
な
る
字
引
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
語
義
や
故
事
、

仮
名
遣

に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
を
得
る
た
め
の
書
物
と
し
て
も
参
照
さ
れ
て

い
た
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
頭
書
本

に
お
い
て
ヰ
が
旧
に
復
す
る
か
た

ち
で
使
用
さ
れ
て
い
た
り
、
大
広
本

に
お
い
て
通
俗
的
な
仮
名
遣

の
規
範
で
ヰ

が
使
用
さ
れ
て
い
た
り
す
る
こ
と
は
不
自
然
で
は
な

い
。
ま
た
、
目
録
と
は

一

致
し
な
い
辞
書
本
文

の
意
義
分
類
が
残
さ
れ
て
い
た
の
も
、
基
本
書
ゆ
え
の
保

守
性
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。　
一
方
、
最
海
本
は
そ
の
よ
う
な
節

用
集
と
は

一
線
を
画
し
て
い
た
。
小
型
で
、
草
書
体

の
み
で
見
出
語
を
掲
出
す

る
上
に
、
語
頭
で
は

「
ヰ
」
を
全
く
使
用
せ
ず
、
開
合
や
拗
長
音

の
仮
名
遣

の

区
別
を
十
分
に
せ
ず
、
意
義
分
類
も
簡
略
化
し
て
し
ま

っ
た
最
海
本
は
、
そ
れ

ま
で
に
主
流
で
あ

っ
た
節
用
集

に
求
め
ら
れ
た
役
割

に
は
対
応
し
て
い
な

い
。

字
引
と
し
て
の
性
格
を
強
く
打
ち
出
し
た
節
用
集
な
の
で
あ
る
。

江̈（１
）

管
見
の
文
久
二
年
本
は
刊
記
に
は

「文
久
二
年
壬
戌
春
二
月
再
板
」
と
あ
る
が
、

見
返
し
に
は

「文
久
三
年
歳
次
癸
亥
再
板
こ
と
あ
る
。

（２
）

高
梨
信
博

「近
世
節
用
集
の
序
・
跛
・
凡
例
公
０
」
翁
国
語
学
研
究
と
資
料
」
一

二
、
昭
和
六
三
年
）

（３
）

注
（２
）文
献
中
の
大
節
用
文
字
宝
鑑
に
言
及
し
た
部
分

（４
）

佐
藤
貴
裕

「早
引
節
用
集
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
官
岐
阜
大
学
国
語
国

文
学
じ
三
二
、
平
成
六
年
）

（５
）

佐
藤
貴
裕

「早
引
節
用
集
の
分
類
に
つ
い
て
」
η
文
芸
研
究
」
一
一
五
、
昭
和
六

二
年
）、
「近
世
後
期
節
用
集
に
お
け
る
引
様
の
多
様
化
に
つ
い
て
」
翁
国
語
学
』
一

六
〇
、
平
成
二
年
）、
高
梨
信
博
「早
引
節
用
集
の
成
立
」
含
国
文
学
研
究
」
一
三
二
、

平
成
六
年
）

（６
）

選
択
に
あ
た
っ
て
、
山
田
忠
雄

『開
版
節
用
集
分
類
目
録
」
（昭
和
三
六
年
）
の
他

に
、
前
田
富
秩

「語
彙
研
究
資
料
と
し
て
の
節
用
集
」
３
言
語
と
文
芸
』
六
六
、
昭

和
四
四
年
、
「国
語
語
彙
史
研
究
』
昭
和
六
〇
年
に
再
録
）、
佐
藤
貴
裕

「近
世
節
用



集
書
名
変
遷
考
―
―
資
料
篇

・
付
言
―
―
」
翁
岐
阜
大
学
　
教
育
学
部
研
究
報
告

人
文
科
学
」
四
四
―
二
、
平
成
八
年
）
な
ど
を
参
考
に
し
た
。

（７
）

慶
長
か
ら
元
禄
頃
ま
で
の
節
用
集
の
概
略
に
つ
い
て
は
、
柏
原
司
郎

「縮
刷
本
節

用
集
の
性
格
に
つ
い
て
」
翁
浅
野
信
博
士
古
稀
記
念
国
語
学
論
叢
」
昭
和
五
二
年
）、

高
梨
信
博
「近
世
前
期
の
節
用
集
―
―
四
十
七
部
非
増
補
系
諸
本
の
系
統
関
係
―
―
」

η
辻
村
敏
樹
教
授
古
稀
記
念
　
日
本
語
史
の
諸
問
題
』
平
成
四
年
）、
日
真
草
二
行

節
用
集
」
諸
版
の
本
文
と
性
格
」
η
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
四
二
、

平
成
九
年
）、
米
谷
隆
史

コ
几
禄
期
の
節
用
集
に
つ
い
て
」
翁
語
文
』
六
九
、
平
成
九

年
）
な
ど
を
参
考
に
し
た
。

（８
）

根
上
剛
士

「易
林
本
節
用
集
の

「イ
」
「ヰ
」、
「
ヲ
」
「オ
」、
「
工
」
「
ヱ
」
部
成
立

と

「仮
名
文
字
遣
ヒ

（，佐
伯
梅
友
博
士
古
稀
記
念
国
語
学
論
集
し、
昭
和
四
四
年
）、

安
田
章

「原
刻
易
林
本
節
用
集
」
翁
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
」
二
一
、
昭

和
四
九
年
、
「中
世
辞
書
論
考
」
昭
和
五
八
年
に
再
録
）

（９
）

語
頭
以
外
で
の
イ
と
ヰ
の
使
用
に
関
し
て
は
さ
ら
に
精
査
の
必
要
が
あ
る
。

（１０
）

築
字
節
用
千
金
宝
の
頭
書
に
暇
名
遣
秘
解
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
崎
村
弘

文

「古
辞
書
と
仮
名
遣
い
―
―
近
世
の
節
用
集
の
場
合
―
―
」
３
文
献
探
求
」

一
一
、

昭
和
五
八
年
）
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
論
考
に
は
、
家
字
節
用
千
金
宝

の
辞
書
本
文
の

「
ゐ
」
な
ど
の
仮
名
遣
は
引
用
さ
れ
た
瑕
名
遣
秘
解
の
記
述
に
ほ
ぼ

一
致
す
る
と
の
言
及
も
存
す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
ａ
　
ｂ

（ｎ
）

倭
字
古
今
通
例
全
書
の
ヰ
部
冒
頭
に
は

「ゐ
　
為
変
為
変
為
変
ゐ
也
　
又
園
変
囲

変
井
」
（
ａ
は
行
書
体
、
ｂ
は
草
書
体
）
の
記
述
も
存
す
る
。

〈・２
）

米
谷
隆
史

「男
節
用
集
如
意
宝
珠
大
成
の
編
纂
を
め
ぐ
っ
て
」
翁
熊
本
県
立
大
学

国
文
研
究
』
四
五
、
平
成

一
二
年
）

（・３
）

「法
」
を
頭
字
と
す
る
語
に
は
、
い
ず
れ
の
節
用
集
で
も
漢
音
で
ハ
部
に
掲
出
さ
れ

る
語
と
呉
音
で
ホ
部
に
掲
出
さ
れ
る
語
が
存
す
る
。

（‐４
）

高
梨
信
博

「近
世
節
用
集
の
序

・
跛

。
凡
例
２

）」
∩
国
語
学
研
究
と
資
料
』

一

一
、
昭
和
六
二
年
）
に
言
及
が
あ
る
。

参
考
文
献

（注
に
示
し
た
も
の
は
除
く
）

木
枝
増

一

「仮
名
遺
研
究
史
」
（昭
和
八
年
）

久
保
田
篤
　
「近
世
初
期
板
本
の
仮
名
づ
か
い
」
「
国
語
と
国
文
学
』
六
三
―

一
一
、
昭
和

六

一
年
）

今
野
真
二
　
「『新
撰
仮
名
文
字
遣
」
の
新
し
さ
―
―
慶
長
版
本

『似
名
文
字
遣
」
を
対
置

さ
せ
て
―
―
」
「
国
語
学
』

一
八
七
、
平
成
八
年
）

「平
仮
名
に
よ
る
振
仮
名
―
大
田
武
夫
氏
蔵
『連
証
集
』
を
資
料
と
し
て
只
『国

文
学
研
究
」

一
一
九
、
平
成
八
年
）

佐
藤
貴
裕
　
「書
く
た
め
の
辞
書
・節
用
集
の
展
開
し
■
し
に
か
」

一
九
九
二
年
四
月
号
）

「近
世
節
用
集
の
記
述
研
究
へ
の
視
点
―
―
形
式
的
特
徴
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」

翁
国
語
語
彙
史
の
研
究
』

一
五
、
平
成
八
年
）

島
田
勇
雄
　
「連
歌
師
の
か
な
づ
か
い
書
」
翁
甲
南
大
学
文
学
会
論
集
Ｌ
Ｅ

一、
昭
和
四

一

年
、
「西
鶴
本
の
基
礎
的
研
究
』
平
成
二
年
に
再
録
）

高
梨
信
博
　
「近
世
節
用
集
の

一
展
開
―
―
四
十
七
部
系
か
ら
四
十
五

・
四
十
四
部
系

へ
―
―
」
η
国
文
学
研
究
」

一
二
三
、
平
成
九
年
）

安
田
　
章
　
『中
世
辞
書
論
考
』
（昭
和
五
八
年
）

本
稿
で
参
照
し
た
資
料
は
、
概
ね
書
籍
や
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
影
印
公
刊

さ
れ
て
い
る
も
の
に
拠
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
明
和
五
年
の
最
海
本
は
佐
藤
貴

裕
氏
蔵
本
に
、
大
広
本
は
花
月
文
庫
蔵
本

（国
文
学
研
究
資
料
館
撮
影
の
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
に
、
万
倍
本
、
明
和
五
年
本
を
除
く
曇
海
本
は
拙
蔵
本
に
、

和
俗
童
子
訓
は
益
軒
全
集
に
そ
れ
ぞ
れ
拠
っ
て
い
る
。

本
稿
に
は
、
平
成

一
一
年
度
熊
本
県
地
域
貢
献
研
究
事
業
、
学
術
高
度
化
研

究

「百
科
事
典
型
節
用
集
の
系
統
的
研
究
」
の
成
果
を
含
む
。

―
―
熊
本
県
立
大
学
講
師
―
―


